
 
 

 
 
 

平成 22 年３月 26 日 
各 位 

上 場 会 社 名  三 晃 金 属 工 業 株 式 会 社 
代  表  者   代表取締役社長  吉 田 伸 彦 

（コ ー ド 番 号 ： 1972 東証・大証  第 1 部） 
問合せ先責任者    経 理 部 長     大 屋 恭 史 

 (ＴＥＬ：03－5446－5601） 
 
 

平成 22 年３月期 通期業績予想ならびに期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年９月 25 日に公表しました平成 22 年３月期通期（平成 21 年４

月１日～平成 22 年３月 31 日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
また、本日開催の取締役会において、平成 21 年 10 月 30 日に公表しました 1 株当たりの期末配当

予想について、下記の通り修正することを決議しましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
１．業績予想の修正 
 
（１）平成 22 年３月期 通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期 

純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（ Ａ ） 
百万円

34,600
百万円

270
百万円

250
百万円 

90 
円 銭
2.27

今回修正予想（ Ｂ ） 33,000 190 175 70 1.77
増 減 額 （Ｂ－Ａ） △1,600 △80 △75 △20  
増 減 率 （ ％ ） △4.6 △29.6 △30.0 △22.2  

（ご参考）前期実績 
（平成 21 年３月期） 36,900 524 510 401 10.14

 
（２）修正の理由 

通期業績につきましては、景気低迷が続く中、民間設備投資の極度の不振から建設需要はかつてな

い程の落ち込みを見せ、受注競争は一段と激化するなど極めて厳しい経営環境となりました。 

このような状況下、当社は受注量の確保や工事原価の低減に全社一丸となって取り組んでまいりま

したが、想定を上回る受注高の減少等により売上高は前回予想を下回る見通しであります。利益面に

つきましては、売上高の減少に伴い、営業利益、経常利益、当期純利益ともに前回予想を下回る見通

しとなりました。 

以上の理由により、平成 22 年３月期通期の個別業績予想を修正いたします。 
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２．配当予想の修正 

 

（１）修正の内容 

 １株当たり配当金 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

 

前回発表予想 

円 銭

― 
円 銭

2.00
円 銭 

2.00 

今回発表予想 ― 1.50 1.50 
（ご参考）前期実績 

（平成 21 年３月期） ― 3.00 3.00 

 

（２）修正の理由 

当社の配当につきましては、経営基盤強化に必要な内部留保の充実を図りながら、当事業年度の業

績に見合った利益還元を行っていく方針であります。 

つきましては、当事業年度の業績は今回の業績予想の修正の通り前回発表の予想を下回る見通しの

ため、平成 22 年３月期末の配当予想を誠に遺憾ながら 1.5 円／株と修正させていただきます。 

当社を取り巻く経営環境は、依然として厳しい状況が続くものと予想されますが、今後も経営の効

率化をなお一層推進するとともに、更なる経営基盤の充実と収益力の向上を図るべく、全社を挙げて

取り組んでまいりますので、株主並びに関係各位におかれましては、何卒ご理解とご支援を賜ります

ようお願い申し上げます。 

 

（注）上記の予想数値は、本資料発表日現在において想定できる経済情勢、市場動向などを前提とし

たものであり、実際の実績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 
以 上 
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